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銀活性リン酸塩ガラスは個人被ばく線量計測用センシング素子として用いられ、国内のみなら

ず、海外においても応用展開されている。同材料では、放射線との相互作用に伴い添加されてい

る銀イオンの価数が変化（Ag+ → Ag0 + Ag2+）すると考えられており、変化後の銀イオンはフォ

トルミネッセンス（PL）特性を有して近紫外光を吸収し可視領域で発光する。このように、放射

線との相互作用により発光中心が生成される現象をラジオフォトルミネッセンス（RPL）と呼ぶ。

また、生成された銀イオンは安定であり、その発光強度は照射線量に依存する為、RPL は線量計

測に応用される。銀活性リン酸塩ガラスの放射線線量計としての特性評価は古くから行われてお

り、線量応答特性[1]やエネルギー依存性[2, 3]などが既に研究・報告されている。一方、近年放射

線治療の需要が高まりつつある中、粒子線や LETに対する線量計の応答調査の必要性が高まって

おり、銀活性リン酸塩ガラスにおける LET 依存性についても研究されてきている[4]。 

本研究では銀活性リン酸塩ガラスの粒子線種や

LET に対する応答依存性について調査を行う事を目

的とした。実験では銀活性リン酸塩ガラス線量計素子

（GD-450）を用い、量子科学技術研究開発機構 放射

線医学総合研究所（HIMAC）における生物照射室で

粒子線照射を実施した。照射した粒子線は C (135 

MeV/n)および H (160 MeV/n) とし、上流側に設置した

バイナリーフィルタの厚みを変化させる事により

LET を制御した。図 1に C (135 MeV/n)に対する LET

依存性を示す。LET が高くなるに従って応答が低く

なる事が確認された。発表ではその他線種に対する

LET 特性を含め、包括的に議論を行う。 
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図 1 銀活性リン酸塩ガラスによる RPL

の LET 依存性。照射した粒子線は C (135 

MeV)。照射線量は 10 Gy。 
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